
令和5年10月30日に新園舎が
開園となった佐原グレイスこども園

12月定例会　13人の議員が一般質問

Q
さ
つ
ま
い
も
生
産
・
流
通
体
制
の
強
化
に
必

さ
つ
ま
い
も
生
産
・
流
通
体
制
の
強
化
に
必

要
な
支
援
を

要
な
支
援
を

A
令
和
５
年
度
か
ら
県
は
生
産
拡
大
緊
急
プ
ロ

令
和
５
年
度
か
ら
県
は
生
産
拡
大
緊
急
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
を
開
始
し
、生
産
流
通
体
制

ジ
ェ
ク
ト
事
業
を
開
始
し
、生
産
流
通
体
制

強
化
に
必
要
な
貯
蔵
庫
の
整
備
等
を
支
援
し
て
お
り
、

強
化
に
必
要
な
貯
蔵
庫
の
整
備
等
を
支
援
し
て
お
り
、

市
独
自
に
事
業
費
の

市
独
自
に
事
業
費
の
1010
％
上
乗
せ
補
助
も
実
施
し
て

％
上
乗
せ
補
助
も
実
施
し
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

Q
さ
つ
ま
い
も
生
産
農
家
の
現
状
と
課
題
は
。

さ
つ
ま
い
も
生
産
農
家
の
現
状
と
課
題
は
。

A
現
在
、生
産
者
の
貯
蔵
庫
不
足
か
ら
安
定
し

現
在
、生
産
者
の
貯
蔵
庫
不
足
か
ら
安
定
し

た
市
場
へ
の
供
給
低
迷
や
品
質
低
下
に
よ
る

た
市
場
へ
の
供
給
低
迷
や
品
質
低
下
に
よ
る

産
地
ブ
ラ
ン
ド
の
低
下
が
課
題
で
す
。

産
地
ブ
ラ
ン
ド
の
低
下
が
課
題
で
す
。

遊
休
農
地
解
消
緊
急
対
策
事
業
と
は

Q
本
年
度
の
耕
作
放
棄
地
調
査
結
果
と
今
後
の

本
年
度
の
耕
作
放
棄
地
調
査
結
果
と
今
後
の

耕
作
放
棄
地
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

耕
作
放
棄
地
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

A
直
近
の
耕
作
放
棄
地
調
査
結
果
で
す
が
、水

直
近
の
耕
作
放
棄
地
調
査
結
果
で
す
が
、水

田
が
３
６
２・
８

田
が
３
６
２・
８
haha
、畑
が
１
９
１
・
６

、畑
が
１
９
１
・
６
haha
、

全
体
で
は
５
５
５
・
４

全
体
で
は
５
５
５
・
４
haha
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。こ

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。こ

れ
は
、前
年
対
比
１
・
０

れ
は
、前
年
対
比
１
・
０
haha
の
増
加
に
な
り
ま
す
。耕

の
増
加
に
な
り
ま
す
。耕

作
放
棄
地
解
消
に
向
け
て
の
取
り
組
み
で
す
が
、苦

作
放
棄
地
解
消
に
向
け
て
の
取
り
組
み
で
す
が
、苦

情
が
あ
っ
た
場
合
、地
区
担
当
の
農
業
委
員
、農
地

情
が
あ
っ
た
場
合
、地
区
担
当
の
農
業
委
員
、農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
情
報
共
有
し
な
が
ら
、農

利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
情
報
共
有
し
な
が
ら
、農

地
所
有
対
象
者
に
対
し
草
刈
り
を
行
い
適
正
に
管
理

地
所
有
対
象
者
に
対
し
草
刈
り
を
行
い
適
正
に
管
理

す
る
よ
う
文
書
で
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

す
る
よ
う
文
書
で
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

計
画
案
の
説
明
会
、意
見
聴
取
、公
告
縦
覧
の
順
に

計
画
案
の
説
明
会
、意
見
聴
取
、公
告
縦
覧
の
順
に

計
画
策
定
が
公
表
さ
れ
ま
す
。

計
画
策
定
が
公
表
さ
れ
ま
す
。

Q
地
域
計
画
の
策
定
と
そ
の
実
行
事
例
は
。

地
域
計
画
の
策
定
と
そ
の
実
行
事
例
は
。

A
７
地
域
で
協
議
し
て
お
り
、多
く
は
人
・
農

７
地
域
で
協
議
し
て
お
り
、多
く
は
人
・
農

地
プ
ラ
ン
が
策
定
済
の
地
域
で
す
。な
お
、

地
プ
ラ
ン
が
策
定
済
の
地
域
で
す
。な
お
、

小
見
川
新
田
地
域
の
一
ノ
分
目
新
田
地
区
は
県
の
モ

小
見
川
新
田
地
域
の
一
ノ
分
目
新
田
地
区
は
県
の
モ

デ
ル
地
区
と
し
て
、い
ち
早
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

デ
ル
地
区
と
し
て
、い
ち
早
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
つ
ま
い
も
生
産
拡
大
緊
急
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
と
は

Q
香
取
市
さ
つ
ま
い
も
産
地
強
化
推
進
協
議
会
、

香
取
市
さ
つ
ま
い
も
産
地
強
化
推
進
協
議
会
、

会
長
で
あ
る
、伊
藤
市
長
の
政
策
方
針
は
。

会
長
で
あ
る
、伊
藤
市
長
の
政
策
方
針
は
。

A
市
は
、全
国
有
数
の
産
地
で
あ
り
、全
国
ト

市
は
、全
国
有
数
の
産
地
で
あ
り
、全
国
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
品
質
と
味
を
誇
り
、海
外
輸

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
品
質
と
味
を
誇
り
、海
外
輸

出
を
含
め
市
場
で
高
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。香
取

出
を
含
め
市
場
で
高
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。香
取

市
さ
つ
ま
い
も
産
地
強
化
推
進
協
議
会
を
設
置
し
、

市
さ
つ
ま
い
も
産
地
強
化
推
進
協
議
会
を
設
置
し
、

大
規
模
農
家
の
育
成
と
国
内
外
の
需
要
に
対
応
で
き

大
規
模
農
家
の
育
成
と
国
内
外
の
需
要
に
対
応
で
き

る
供
給
体
制
の
構
築
な
ど
県
と
連
携
し
な
が
ら
産
地

る
供
給
体
制
の
構
築
な
ど
県
と
連
携
し
な
が
ら
産
地

強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

香
取
市
の
農
業
政
策
は

Q
本
年
４
月
１
日
か
ら
、人
・
農
地
プ
ラ
ン
が

本
年
４
月
１
日
か
ら
、人
・
農
地
プ
ラ
ン
が

地
域
計
画
に
な
ぜ
見
直
さ
れ
た
の
か
。

地
域
計
画
に
な
ぜ
見
直
さ
れ
た
の
か
。

A
国
は
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
作
成
を
法
定
化
し
、

国
は
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
作
成
を
法
定
化
し
、

地
域
計
画
と
名
称
を
変
え
令
和
５
年
４
月
か

地
域
計
画
と
名
称
を
変
え
令
和
５
年
４
月
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
市
町
村
も
令

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
市
町
村
も
令

和
６
年
度
末
ま
で
の
２
年
間
で
地
域
計
画
を
策
定
し

和
６
年
度
末
ま
で
の
２
年
間
で
地
域
計
画
を
策
定
し

ま
す
。

ま
す
。

Q
市
の
農
業
の
現
状
は
。

市
の
農
業
の
現
状
は
。

A
平
成
平
成
1717
年
の
４
９
１
０
経
営
体
に
対
し
令
和

年
の
４
９
１
０
経
営
体
に
対
し
令
和

２
年
は
２
６
５
０
経
営
体
数
で
、約

２
年
は
２
６
５
０
経
営
体
数
で
、約
4646
％
の
％
の

減
少
で
す
。

減
少
で
す
。

Q
地
域
計
画
の
策
定
ま
で
の
流
れ
は
。

地
域
計
画
の
策
定
ま
で
の
流
れ
は
。

A
市
を
地
域
割
し
た

市
を
地
域
割
し
た
2525
地
域
で
協
議
を
行
い
、

地
域
で
協
議
を
行
い
、

1010
年
先
の
耕
作
者
を
定
め
る
農
地
一
筆
ご
と

年
先
の
耕
作
者
を
定
め
る
農
地
一
筆
ご
と

の
利
用
を
示
し
た
目
標
地
図
を
作
成
し
、そ
の
後
、

の
利
用
を
示
し
た
目
標
地
図
を
作
成
し
、そ
の
後
、

内
うち

山
やま

 勝
かつ

己
み

議員

地
域
計
画
策
定
に
向
け
て
、

将
来
の
香
取
市
、農
業
の
行
方
は

オ
ー
プ
ン
１
周
年
を
迎
え
る

コ
ン
パ
ス
の
活
用
を

Q
こ
れ
ま
で
の
来
館
者
数
の
推
移
は
。

こ
れ
ま
で
の
来
館
者
数
の
推
移
は
。

A
令
和
４
年

令
和
４
年
1212
月
2525
日
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
令
和

日
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
令
和

５
年
５
年
1010
月
末
ま
で
の
合
計
は
約

月
末
ま
で
の
合
計
は
約
4848
万
６
０
０

万
６
０
０

０
人
で
、月
平
均
約
４
万
８
０
０
０
人
で
す
。最
多

０
人
で
、月
平
均
約
４
万
８
０
０
０
人
で
す
。最
多

は
佐
原
の
大
祭
秋
祭
り
が
開
催
さ
れ
た

は
佐
原
の
大
祭
秋
祭
り
が
開
催
さ
れ
た
1010
月
で
７
万

月
で
７
万

１
０
５
５
人
、最
少
は
１
月
の
３
万
９
４
４
４
人
で

１
０
５
５
人
、最
少
は
１
月
の
３
万
９
４
４
４
人
で

す
。
す
。Q

公
民
館
の
時
と
利
用
す
る
人
や
団
体
に
変
化

公
民
館
の
時
と
利
用
す
る
人
や
団
体
に
変
化

は
あ
る
の
か
。

は
あ
る
の
か
。

A
コ
ロ
ナ
禍
前
の
平
成

コ
ロ
ナ
禍
前
の
平
成
2727
年
度
か
ら
平
成

年
度
か
ら
平
成
2929
年

度
の
旧
佐
原
中
央
公
民
館
の
月
平
均
利
用
者

度
の
旧
佐
原
中
央
公
民
館
の
月
平
均
利
用
者

数
は
約
５
８
０
０
人
、団
体
数
は
約
２
９
０
団
体
で

数
は
約
５
８
０
０
人
、団
体
数
は
約
２
９
０
団
体
で

す
。コ
ン
パ
ス
貸
出
施
設
の
月
平
均
利
用
者
数
は
約

す
。コ
ン
パ
ス
貸
出
施
設
の
月
平
均
利
用
者
数
は
約

７
８
０
０
人
、団
体
数
は
約
４
４
０
団
体
で
、個
人
、

７
８
０
０
人
、団
体
数
は
約
４
４
０
団
体
で
、個
人
、

団
体
数
と
も
増
加
し
、学
生
の
学
習
利
用
や
民
間
企

団
体
数
と
も
増
加
し
、学
生
の
学
習
利
用
や
民
間
企

業
の
利
活
用
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

業
の
利
活
用
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

 

子
ど
も
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
は
、何
か

子
ど
も
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
は
、何
か

ひ
と
つ
だ
け
行
え
ば
い
い
、と
い
う
こ
と
は
な
い
。

ひ
と
つ
だ
け
行
え
ば
い
い
、と
い
う
こ
と
は
な
い
。

色
々
な
施
策
を
思
い
切
っ
て
行
い
、香
取
市
は
子
ど

色
々
な
施
策
を
思
い
切
っ
て
行
い
、香
取
市
は
子
ど

も
を
産
み
や
す
く
、育
て
や
す
く
、暮
ら
し
や
す
い

も
を
産
み
や
す
く
、育
て
や
す
く
、暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
だ
な
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ

ま
ち
だ
な
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

き
た
い
。

意
見
意
見

は
１
０
６
人
、新
規
入
所
希
望
児
童
は

は
１
０
６
人
、新
規
入
所
希
望
児
童
は
4747
人
、他
園

人
、他
園

か
ら
の
異
動
希
望
児
童
は
９
人
で
す
。

か
ら
の
異
動
希
望
児
童
は
９
人
で
す
。

ス
マ
ー
ト
農
業
導
入
の
た
め
の

環
境
整
備
を

Q
市
内
で
は
ど
う
い
っ
た
と
こ
ろ
で
ス
マ
ー
ト

市
内
で
は
ど
う
い
っ
た
と
こ
ろ
で
ス
マ
ー
ト

農
業
を
活
用
で
き
る
と
考
え
る
か
。

農
業
を
活
用
で
き
る
と
考
え
る
か
。

A
農
地
を
集
約
し
や
す
い
大
規
模
稲
作
農
家
が

農
地
を
集
約
し
や
す
い
大
規
模
稲
作
農
家
が

自
動
水
管
理
シ
ス
テ
ム
や
自
動
運
転
の
ス
マ

自
動
水
管
理
シ
ス
テ
ム
や
自
動
運
転
の
ス
マ

ー
ト
農
業
機
械
の
導
入
に
よ
り
、作
業
の
負
担
軽
減

ー
ト
農
業
機
械
の
導
入
に
よ
り
、作
業
の
負
担
軽
減

や
生
産
性
が
向
上
す
る
と
考
え
ま
す
。

や
生
産
性
が
向
上
す
る
と
考
え
ま
す
。

Q
ス
マ
ー
ト
農
業
へ
の
補
助
や
環
境
整
備
に
つ

ス
マ
ー
ト
農
業
へ
の
補
助
や
環
境
整
備
に
つ

い
て
、市
の
考
え
は
。

い
て
、市
の
考
え
は
。

A
農
業
者
が
導
入
効
果
や
必
要
コ
ス
ト
に
つ
い

農
業
者
が
導
入
効
果
や
必
要
コ
ス
ト
に
つ
い

て
十
分
な
情
報
を
得
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
が

て
十
分
な
情
報
を
得
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
が

重
要
で
す
。経
営
に
合
っ
た
ス
マ
ー
ト
農
業
を
導
入

重
要
で
す
。経
営
に
合
っ
た
ス
マ
ー
ト
農
業
を
導
入

で
き
る
よ
う
関
連
技
術
等
の
情
報
発
信
と
と
も
に
、

で
き
る
よ
う
関
連
技
術
等
の
情
報
発
信
と
と
も
に
、

農
業
普
及
員
の
指
導
の
下
、国
県
と
連
携
し
な
が
ら

農
業
普
及
員
の
指
導
の
下
、国
県
と
連
携
し
な
が
ら

ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
、圃
場
整
備
な
ど
総
合
的
な
支

ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
、圃
場
整
備
な
ど
総
合
的
な
支

援
も
重
要
で
す
。

援
も
重
要
で
す
。

Q
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
に
つ
い
て
、以
前
の

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
に
つ
い
て
、以
前
の

事
業
と
違
う
と
こ
ろ
は
。

事
業
と
違
う
と
こ
ろ
は
。

A
世
帯
所
得
制
限
が
３
４
０
万
円
未
満
か
ら
５

世
帯
所
得
制
限
が
３
４
０
万
円
未
満
か
ら
５

０
０
万
円
未
満
へ
変
更
に
な
り
ま
し
た
。補

０
０
万
円
未
満
へ
変
更
に
な
り
ま
し
た
。補

助
金
額
は
上
限
が
１
世
帯
当
た
り

助
金
額
は
上
限
が
１
世
帯
当
た
り
2424
万
円
か
ら
夫
婦

万
円
か
ら
夫
婦

と
も
と
も
3939
歳
以
下
の
場
合
は

歳
以
下
の
場
合
は
3030
万
円
に
、夫
婦
と
も

万
円
に
、夫
婦
と
も
2929

歳
以
下
の
場
合
は

歳
以
下
の
場
合
は
6060
万
円
へ
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

万
円
へ
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

Q
不
妊
治
療
費
の
保
険
適
用
拡
大
後
、市
独
自

不
妊
治
療
費
の
保
険
適
用
拡
大
後
、市
独
自

の
助
成
制
度
の
状
況
は
。

の
助
成
制
度
の
状
況
は
。

A
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
目
的
と
し
て
保
険
診

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
目
的
と
し
て
保
険
診

療
適
用
外
の
検
査
お
よ
び
治
療
費
の
自
己
負

療
適
用
外
の
検
査
お
よ
び
治
療
費
の
自
己
負

担
の
７
割
相
当
額
分
、年
間

担
の
７
割
相
当
額
分
、年
間
3030
万
円
を
限
度
額
に
２

万
円
を
限
度
額
に
２

年
間
助
成
し
て
い
ま
す
。

年
間
助
成
し
て
い
ま
す
。

Q
佐
原
グ
レ
イ
ス

佐
原
グ
レ
イ
ス

こ
ど
も
園
の
来

こ
ど
も
園
の
来

年
度
園
児
募
集
の
応
募

年
度
園
児
募
集
の
応
募

状
況
は
。

状
況
は
。

A
令
和
５
年

令
和
５
年
1111
月

3030
日
時
点
で
、

日
時
点
で
、

在
園
児
童
で
令
和
６
年

在
園
児
童
で
令
和
６
年

度
継
続
入
所
希
望
児
童

度
継
続
入
所
希
望
児
童

加
か

藤
とう

 裕
ゆう

太
た

議員

子
ど
も
を
産
み
や
す
く
、

育
て
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
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